










― 186 ―



（付録）開催概要 
 

 

【開催日時・場所】 

平成 30 年 2 月 1日（木）文部科学省講堂 

 

【テーマ】 

「アクティブ・ラーニングを支える教室空間－日本とオランダの学校建築－」 

 

【プログラム】 

13:10 主催者挨拶 （有松 育子 国立教育政策研究所長） 

13:15 講演１「オランダの学校建築をめぐる制度的枠組みと現状：教育理念と環境の整合性

を目指して」（Global Citizenship Advice & Research 社代表・日本イエナプラン

教育協会特別顧問 リヒテルズ 直子 氏） 

   「教育のビジョンを学校の形へ」（Jenaplan Advice and Scholing 社 共同代表 

ヒュバート・ウィンタース 氏） 

15:00 講演２ 「アクティブ・ラーニングと教室空間〜国内外の先進事例のケーススタディ」 
         （千葉大学大学院工学研究院教授 柳澤 要 氏） 

16:00 休憩・会場設営 

16:15 ワークショップ 「では、アクティブに取り組んでみよう」 
（オランダ講師２名によるファシリテーション、柳澤氏・事務局も参加） 

 

17:50 閉会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リヒテルズ 直子 氏       ヒュバート・ウィンタース氏        柳澤 要 氏 

 

 

【当日一般参加者】 

152 名（アンケート回答 112 名） 

選択肢 人数 割合

1.国の機関 10人 8.9%

2.教育委員会 15人 13.4%

3.知事部局・市区町村部局 4人 3.6%

4.大学職員 12人 10.7%

5.大学教授、研究者 9人 8.0%

6.学部生、大学院生 7人 6.3%

7.小学校、中学校、高等学校の教職 16人 14.3%

8.設計事務所、建設会社 19人 17.0%

9.報道、出版関係 2人 1.8%

10.その他 10人 8.9%

11.無回答 8人 7.1%

合計 112人

8.9%

13.4%

3.6%

10.7%

8.0%
6.3%

14.3%

17.0%

1.8%
8.9%

7.1%

1.国の機関

2.教育委員会

3.知事部局・市区町村部局

4.大学職員

5.大学教授、研究者

6.学部生、大学院生

7.小学校、中学校、高等学校の教職員

8.設計事務所、建設会社

9.報道、出版関係

10.その他

11.無回答

― 187 ―



― 188 ―


